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１．研究計画の概要 
近年、中世文学研究においては古今集注

など多様な注釈書の重要性が指摘されてい
る。法華経注は多数の説話や和歌を収め、
文学のみならず日本文化史を考える上でも
貴重であり、中・近世の説話世界の実態を
伝える好資料である。  

本研究は、田舎天台と称された天台宗談
義所の中でも際だって学問的活動が活発で
あった関東・甲信越地域の主要な天台宗寺
院や、天台関連資料が伝来する中・四国地
区の寺社を対象として、資料の実態を把握
し、その調査研究を通して、天台僧の学問
的営為を立体的に捉えようとするものであ
る。法華経注釈書の成立事情、そこに収録
される多数の説話や和歌、慣用表現等につ
いて、形成と享受の実相を解明する端緒と
したい。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究は、叡山文庫をはじめとする天台

宗ゆかりの寺院・文庫の資料調査を行い、
それらのデータを集積・分析することによっ
て、天台僧の学芸の在りようや、歌道との関
連等についても研究を進めようとするもの
である。 

具体的には、叡山文庫のほか、萩市立図
書館の明倫館旧蔵書、愛媛県の大洲市立図
書館に残る国学者矢野玄道の旧蔵書、山口
県の忌宮神社等に所蔵される資料群など、仏
書や天台教学に関する書承・口承資料などを
調査した。 

天台の経典注釈書の本文には、多くの和
歌や道歌が含まれている。そこで、叡山文
庫の調査に際してはあえて内典に拘泥せず、

むしろ外典に絞って資料探索を行った。そ
の結果、天台僧の手になる類題集『夫木和
歌抄』の写本が発見された。さらに、本書
奥書に見える人物は、近世ごく初期の叡山
の塔頭の学頭であったこと、稀少な文庫形
成にも関わった学僧であったこと等が判明、
こうした重要人物の営為になる資料である
ことから、該当の歌集については小考とと
もにその全文を学界に公表した。同様に、
歌道を中心に天台の学問活動に焦点をあて、
特に歌道に関心を寄せた個々の学僧につい
て、その学芸の実態を研究論文として公表
した。 

また、『説法助言抄』など説法談義に関
連深い漢詩文資料を発掘することができた
ため、今後は和歌資料に限定せず、和漢の
韻文についての考究をも進めたいと考えて
いる。 

なお、室町物語のいくつかと天台の学芸
との関連性についても、考究を進めている
ところである。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
本研究の基軸である資料調査は順調に進

んでおり、新たな資料発掘も行っている。 
４．今後の研究の推進方策 
調査を継続しつつ、データの総括に入る。

様々な地方誌等も本研究にとっては有益で
あると思われることから、天台寺院に関わ
る地誌に掲載される情報の探索範囲を近世
まで広げ、学僧の学芸・学問的活動の実態
の把握に努める。 
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